「言道部」創部の頃―学校法人宮崎学園理事長　宮﨑址波氏に聞く― by 宮﨑 址波
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平成二二年一一月二〇日（土）の午後、博多から鹿児
島本線の特急で約一時間ほど、かつて三井三池炭鉱の拠点として栄えた福岡県大牟田市に宮﨑址波氏をお訪ねした。宮﨑址波氏は政経学部政治学科の第一期生、郷里の大牟田市で学校法人宮崎学園のオーナーとして多忙な毎日を送られている。わざわざ駅までお出迎えいただき、市内中心部にある延命公園近くの閑静な茶房にご案内いただき、ゆっくりお話をうかがうことが きた。
（聞き手は、国士舘史資料室長
 阿部
　
昭）
■プロフィール
　
宮﨑
　
址波（みやざき
　
しなみ）
「言道部」創部の頃
国士舘の思い出（インタビュー）
―
 学校法人宮崎学園理事長
　
宮﨑址波氏に聞く
 ―
一九六五年、国士舘大学政経学部卒業。同大大学院に進学後、言道部師範助手（同大職員）となる。その後、郷里の大牟田において学校法人宮崎学園たちばな幼稚園園長に就
任、現在は理事長を務める。その他、地域の社会的活動にも尽力し、大牟田青年会議所理事長、大牟田警察署防犯協会理事、福岡県私立幼稚園振興協会常任理事、 社会福祉法人木犀会理事、 大牟田ロータリークラブ会長、大牟田市体育協会副会長等を歴任。
　
阿部
　
今日はお忙しいところ、貴重なお時間を割いて
いただき、まことにありがとうござ ます。　
宮﨑
　
こちらこそ、 わざわざ遠くまでおいでいただき、
どういう話をさせてい けばよいのか、ちょっととま
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どっていますが、どうぞよろしくお願いします。　
阿部
　
宮﨑先生が、昭和三六年に開設された政経学部
の第一期生で、しかも在学中に言道部の創部に関わられたという話をいろ ろな方面からうかがっておりまして、これは 度直接お会いして、当時の話をお聞きしなければならないと思 おりました。　
いろいろ不躾なことをうかがい、失礼があるかもしれ
ませんが、お許しください。　
政経学部第一期という になりますと、 お生まれは。
　
宮﨑
　
私は昭和一七年四月五日生まれです。現在、
六八歳です。　
阿部
　
もともと大牟田のご出身ですか。
　
宮﨑
　
そうです。県立三池高校の卒業です。私の父は
長崎県の島原出身 軍人でしたが、戦後に大牟田に来てからは保育園の経営をしておりました。　
私は長男でしたから、将来は後継者になることが期待
されていましたし、自分でもだいたいそのつもりに っていました。　
阿部
　
 なるほど、そうでしたか。
　
ところで、大学へ進学されるにあたって国士舘大学を
選び、 開設直後の政経学部の第一期生となられ のには何か動機がおありでしたか まだ、先輩もいない時に、
どなたかのお奨めがあったのでしょうか。　
宮﨑
　
高校の資料室で国士舘に政経学部が新設された
ことを知りました。そこで国士舘の政経学部を含めて、東京で二校受験することにしました。結果として両校から入学の許可をもらっ のですが、いざ、どちらを選ぶかという話になったとき、剣道七段の父が、 「おまえは柔剣道の強い国士舘に行け、国士舘がお えの性には一番合っている。国士舘に行ってトップに立て」と言って強く国士舘へ 進学を勧めたんで 。自分でもそういうものかな、と思って国士舘に進学することにしま た。柔道部寮から学生生活をスタート　
宮﨑
　
それと、もう一つは、同じ大牟田出身で二年先
輩の前原勝彦氏が、体育学部に て柔道をしていましたので、 これも一つの動機になりました 前原氏は卒業後大牟田高校の教諭をされ 柔道の指導者として随分活躍されました。　
阿部
　
なるほど父上のお勧めが大きかった訳ですね。
　
宮﨑
　
昭和三六年の入学で、四○年三月の卒業という
ことになりますね。同期には政経学部 教授を さっていた奥深山親司先生もいました。一期の学生は全 からなかなかの人が集 っていましたよ。
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阿部
　
宮﨑先生は、今も堂々たる立派な体格をされて
いますが、高校時代から何かスポーツをされていましたか。　
宮﨑
　
私も柔道はしていました。入学時すでに二段は
持っていました。入学してすぐに柔道部の寮に入ったんです。たちまち先輩たちから道場に引き出され、稽古をつけられましたよ。ところが柔道部の稽古はすさまじくて、二段を るなんて言ってもまったく歯が立たんのです。気を失うような激しい稽古を何度も経験しました。　
そうしているうちに、自分は社会の指導者になろうと
して大学に来たけれど、スポーツの選手になろうとしている訳ではないことに気がつき 。　
それでこのまま長く続けていてはいかんな、 と考えて、
何か別な道を選ぶ必要があると思いまし 。そこで、さぎよく柔道部は一年のうちに見切り つけ 足を洗うことにしました。　
阿部
　
政経学部では、どういう先生方の指導を受けら
れたのですか。　
宮﨑
　
私は政治学科でしたから、田村幸策先生のお世
話になりましたね。入学 ら卒業ま 、いろいろな先生方のお世話になりましたが、一番多くの授業を取り、指
導を受けたのは田村先生でした。  それにやはり、何といっても柴田先生のお世話になり
ました。　
阿部
　
柴田德次郎舘長のことでしょうか。
　
宮﨑
　
そうです。厳しいことは厳しいがよく学生の面
倒をみる優しさもありまし 。入学してまだ間もないころの舘長訓話の時間のことでし 。私はいきなり学長から名指しされ、 「宮﨑址波はいるか いたら立て」と呼ばれたことがあるのです。 「址波」という名前がたいへん珍しいということで、 「 なみ」 読むのか、それとも他の読み方があるのか ということでした。そんなことがあったので、私は入学直後から柴田舘長に名前を覚えられたのです。学外の雄弁家と 交流　
阿部
　
柔道部を出た後、 何をやろうとされたのですか。
　
宮﨑
　
実は、ちょうどその頃、郷里の父が幼稚園を設
立する計画を立てていました。卒業し らそれ おまえがやれと言っていましたので、次第に自分もその気になってました。もし保育園や幼稚園の経営をする いうことになれば、多くの人をまとめてゆく力がなきゃならない。大勢の人前でも話ができなければならない だ
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すれば、今のうちにそういうことに役立つ勉強をしておこうというつもりになったんです。　
ところが当時の国士舘には、体育系のクラブはたくさ
んできていましたが、文化系のクラブはまだほとんどなかった時代です。学内にはそういう勉強の場はありません。多くの人を前に て自分 意見を発表し、主張できるような練習の場を求めて、東京都内を、あちこち、その方面の同好の士の多く集まりそうな場所 訪ね歩きました。各大学の雄弁会や時には政治運動 団体 集まりなどにも行ってみまし 。　
あるとき、同じ福岡県出身の島津定泰という方が指導
されている新日本協議会という団体があることを知りました。ここには都内の大学からも弁論術 学ぼうとする学生が大勢集まっていて、いろいろなところ 演説会などを催 、活発な弁論活動を行っていました。何度か顔を出している内に、おまえもやれ、と う でむりやり演壇に上げられ 何でも いから何か自分 考えていることを話し ろ、と言わ ましたが、初めは何も ゃべれなくて困って ま 、時間がもちませんでした。　
しかし、指導者の島津定泰先生は、たいへんな雄弁家
でしたし、いろいろな処に出かけて行う演説会を経験するうちに、先輩達の弁論を聴きな ら段々に話しをする
こつを勉強しました。他大学から来ていた学生たちからも大いに刺激を受けましたね。　
阿部
　
どんな大学から来ていましたか。
　
宮﨑
　
早稲田大学の雄弁会から来ていた今村・宋など
という学生とも交流し、おおいに刺激をうけましたね。かれらは自分の大学の雄弁会に属 て活動していましたから、一歩先んじていて力もあり、うらやましく思っていました。　
そこで、かれらにならって、国士舘にも弁論部のよう
な団体をつくりたいと考えたんです。さっそく島津先生に相談してみると、先生も賛成されて、それならばいっしょに国士舘に行って柴田舘長にお願 しようじゃなか、ということになりまし 。言道部の立ち上げ　
阿部
　
それが言道部をつくる原点でしたか。
　
宮﨑
　
私と島津先生と二人して柴田舘長を訪ねて、こ
ういうわけだから、是非、弁論部をつくらせてください、とお願いしたんです。
　
　
阿部
　
当時、舘長室はどこにあったんですか。
　
宮﨑
　
舘長室というよりも、柴田先生のお宅に行った
と思います。
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阿部
　
今はなくなった、 いわゆる「舘宅」のことでしょ
うかね。　
宮﨑
　
私たちが舘長にお願い事や相談事があって行く
時は、たいがいご自宅に直接うかがっていましたね。お宅の応接間で話しを聞いてもらっていました。　
阿部
　
宮﨑先生はすでに柴田舘長に顔も名前も覚えら
れていたということですが、島津定泰さんと柴田舘長もすでに交友関係があったんでしょうね。　
宮﨑
　
同じ福岡県人でもありましたし、多分そうで
あったと思います。　
阿部
　
それで相談に行った結果はどう したか。
　
宮﨑
　
是非やりたまえ、と快く認めてもらいま た
ただし、舘長は当時の学生の運動や社会の状況などには批判的な考えを持っておいででしたから、正しい弁論活動でなければならないとして、論語の中の「徳ある者は必ず言あり。言ある者は必ず も徳あらず。 」とい 言葉を引かれて、弁論はすべからく「言葉の道」 、すなわち『言道』でなければならない、 言わ し　
阿部
　「言道」と命名されたのは、柴田舘長ですか。
　
宮﨑
　
そうです。柴田舘長は「言葉」ということをと
ても大切にされていて、 「言葉」 には 「人が表れる」 と言っていました。
　
阿部
　
実は私が国士舘史資料室に遺る資料をいろいろ
調査しておりましたところ、こういう資料が出てきました。草稿段階のはしりがきのようにも見えますが、筆者が誰であるかは記されておりません。冒頭に『言道』と題し、言道の何たるかを堂々 る論理で説いています。宮㟢先生に見ていただこうと思い、コピーを持ってきした（写真参照） 。ご覧いただき、何か思いあたることはございませんでしょうか。　
宮﨑
　
何せ、四〇年も昔のことですからね────
　
説かれている考えは、まさしく柴田舘長の言われてい
た事柄ですし、われわれが指導を受け 島津先生のお考えも含まれているように思います。柴田舘長のお考えを基本に、国士舘で、 『言道』を始めようとする時の考え方を島津先生がとりまとめて執筆された にも思われますね。　
阿部
　
年不詳ではあるが、戦後の時代精神をしっかり
と踏まえている。まだ推敲過程にあった草稿段階のものとはいえ、勢いのある筆致で『言道』の精神を簡潔な文体で論じきっている。内容も立派ですが 筆跡もなかなかいいですね。　
筆圧や筆の運びの早さから、柴田舘長のものではない
か、とも考えましたが、当時の柴田舘長の書かれたもの
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と比べるとちょっと違うようにも見えます。柴田舘長のご健在であった時に、柴田舘長をおいて、これだけのことを書いたり、述べたりできる人は、そう多くはなかった筈だと思 ます。いずれにせよ、 『言道』草創の精神を伝える貴重な資料だと考えています。言道部の活動開始　
阿部
　
舘長に認めていただき、部が発足したのは、一
年生の時ですか。　
宮﨑
　
正確に覚えていませんが、一年の時だったと思
います。　
阿部
　
昭和三七年五月発行の『国士館大学新聞』に、
柴田舘長が「言道」を国士舘 教育のなかに採り入れてゆく構想について語っている記事が載っていますから、宮﨑先生の一年時から二年時にかけて、計画が具体化したのですね。ところで、いよいよ が発足する 、どのくらい仲間が集まり したか。　
宮﨑
　
最初集まったメンバーは私を入れて同期生 七
名、当時これを「七人のサムライ」と呼んだん よ後にＯＢ会をつ った時の名簿が手許に遺 ます。やがて政経学部の第二期生のなかからも加わる人が出来て、そのなかには後に国士舘の学長を務められ 三浦信
言道（本誌 210 ページ参照）
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行先生などもいました。　
阿部
　
宮﨑先生が、初代の「幹事長」だったと三浦先
生からお聞きしました。　
宮﨑
　
いつどうやって決めたか忘れましたが、今申し
上げたような部発足の経緯からして、そういうことになりました。　
阿部
　
活動はあくまでクラブ活動として行わ たので
すか。それとも授業の かに組み込まれた、ということがあったのですか。　
宮﨑
　
まったくの部活動です。
　
阿部
　
指導は誰がなさったのですか。
　
宮﨑
　
部の発足と同時に、新日本協議会の島津先生が
招かれて来られました 島津先生が大学にどんな待遇で招かれていたのか、学生であるわれわれには一向 分かりませんでしたが、学生同士の間 は島津先 、 「副学長格」で んだ などと評判していました。　
阿部
　
活動はどこでされましたか。
　
宮﨑
　
世田谷校地にあった運動場でも ぱら練習しま
したね。　
阿部
　
大講堂を使ったのではないのですか。
　
宮㟢
　
大講堂などめったに使わせてもらえませんか
ら、ほとんど運動場でやりましたよ。腕立て伏せ、腹筋
強化など、運動部と変わらぬ体力強化から始め、仁王立ちして両腕に荷物をぶら下げて大声を出す訓練など、いろいろな発声練習をやりましたね。　
演説の練習用に使う「国士舘言道綱領」 （本誌二一一
頁参照）というのがあって、これを完全に暗記しておいて発声練習を兼ねて、それで演説するんです　
阿部
　
今おっしゃったのは、これでしょうか。一号、
二号とありますが。　
宮㟢
　
ああ、これです。これは島津先生がつくられた
んです。新入部員が入って来るとまずこれを全部暗記して練習したんです。そのうちにそれが段々上達すると、こんどは自分で作文したも でやるようになるんでが、最初は誰もこれ 練習を始めました。　
私の手元にもこれが遺っています。
　
当時、私が「綱領」を暗誦して家に帰り練習をしてい
ると、 それを聞きつけた父が、 「なかなかいい内容だから、ゆっくりやれ」と言っ 、私が暗誦するのを、父 その場で書き留めたものです。よく遺っていたものだと思ますが、まだ家に遺っていました。　
阿部
　
これは貴重な記念品ですね。
　
宮﨑
　
言道部の部室は、国士舘の正面の建物の西側の
一階にあり した。隣に自動車部の部室があって、自動
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車部とはいろいろ協力して活動していました。　
阿部
　
三号館と呼ばれていた建物でしょうか。
　
宮﨑
　
三号館といいましたかね。
　
阿部
　
正門に両袖がついた二階建てですね。
　
宮﨑
　
ああ、 そうです。その建物の西側一階部分です。
そこを拠点に学内で練習するほか、いろいろなところに遠征しました。新潟や紀伊白浜、長崎の島原、伊豆の大島などに出かけましたね。 出かけた先で合宿練習したり、現地で開催される弁論大会に参加したりして活動の輪を広げ、各地の弁論部や雄弁会などと交流しました。　
たしか、白浜で開催された大会では、私が優勝しまし
た。そのとき審査委員の一人であった和歌山県出身の東不二彦先生は、国士舘大学言道部の活動を高く評価 てくれて、その後も交流が深まり、国士舘 で開催する言道大会には審査委員として来ていただくようになりました。　
阿部
　
そんな風に全国的に遠征活動しては、随分経費
もかかっ でしょう。　
宮﨑
　
たしかにかかりましたね。私は何とか親からの
仕送りでやりくりしましたが やはり足りないからアルバイトもしました。部員みんなで工事現場のアルバイトなどをして、遠征経費を調達 り 隣 自動車部の協
力を求めて、遠征地まで車で運んでもらったりしたこともありました。　
それでも足りず、やむなく柴田舘長のところへ相談に
行ったこともありました。 「判った。これを使いたまえ。 」といって、ポケットマネーを出してくれたこともありました。校庭にゴミが落ちているのを見て見ぬふりをして通り過ぎれば、 相手 学生であろうが教職員であろうが、かまわずに叱る厳しい人でしたが、学生 かわいがる点においては人一倍やさしい方でした。　
阿部
　
昭和三八年一○月の『国士館大学新聞』に、第
一回総長杯争奪言道大会開催の記事が載ってい 「政治学科三年の宮﨑址波、総長より特賞（最高賞）の表彰を受ける」と、 報じられています。どうぞご覧ください。　
宮﨑
　
ああ、こんなことがありましたね。なつかしい
ですね。卒業後、活きた言道部の活動　
阿部
　
学部卒業後、どうされたのですか。
　
宮﨑
　
大学院の政治学研究科に進みました 、父が幼
稚園を設置する計画が具体化しまして、急ぎ大牟田に戻れということになり、一年間で大学院を中退して郷里に帰りました。はじめは修業のため副園長を務めながら、
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幼稚園の仕事を一から勉強し直して、五年目から園長になりました。　
阿部
　
若い園長さんですね。言道部の活動経験は活き
ましたか。　
宮﨑
　
おおいに役に立ちました お父さんお母さん
に話しかけ、 理解してもらうのに言道は役に立ちました。人前で話しをするのは少 苦になりませんでした。話しのうまい若い園長だということで大牟田では評判 なりましたよ（笑） 。　
それから四○年間、幼稚園教育をしてきて、やはり信
念をもって話しをすることの大切さを身を って感じています。大牟田は三池炭鉱の町で 一時は二二万以上の人口があり、炭鉱で働く労働者が多く住んでおり、大きな労働争議など 頻発する難し 町でした。しか 、私の幼稚園はそうした組合の方々からも信頼され、お子さんを託されてきました。　
その後、 産業構造の変化から炭鉱は閉山に追い込まれ、
二二万以上あった は今では一二万ほどになっています。子どもの人口も減少し続けて来ていますが、そうたなかでも私の幼稚園では、園児の数は減らずに逆 増えてきています。現在は園長は息子に譲り、私は第一線を退き、理事長の職におりますが は二五○名に上
り、市内でももっとも大規模の幼稚園になっています。　
大牟田市ロータリークラブの会長職をはじめ、いろい
ろな名誉職も務め、 今でも忙しい毎日を送っていますが、国士舘で学んだことにおおいに助けられたと考えす。　
阿部
　
おかげさまで、お話から国士舘言道部草創期の
様子がたいへんよくわかりました。 訪ねした甲斐がありました。ご多忙の かを、お話をうかがうチャンスをいただきまし ことに深 感謝申し上げます。　
宮﨑
　
お帰りになる前に、 是非、 私の幼稚園を見ていっ
てください。　
阿部
　
是非そうさせていただきます。
　
大牟田を発ち帰宅の途につくまで、あまり時間の余裕
は残されていなかったが、宮﨑址波氏 卒業後、父上から引き継ぎ、経営を任せられた（学）宮崎学園大牟田たちばな幼稚園にご案内いただいた。園の前で宮﨑令夫人のお出迎えもいただき、まだ執務中でもあったご令息の宮﨑史郷園長さんにも 紹介 こ 日は土曜日で本来なら 休園日であったが、園主催のバザーを開催され、ご父母のみなさんや周辺地域の市民 くさん
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集まられた忙しい一日であったことを後でお聞きし、たいへん恐縮した。大牟田たちばな幼稚園は大牟田市の郊外の静かな住宅地に位置し、新築同様の明るく美しい二階建で、とても幼稚園とは思えない広々とした佇まいを見せていた。さらに増設の計画があるとのことで、その予定地も見せていただいた。宮﨑址波氏が父上からご子息へと三代にわ り築いて来られた教育の現場に、発現しつつある国士舘精神の頼もしさ、力強さを実感しつつ帰宅の途についた。
　　　　
資料１
　
言道
　　　
言道
　
文明人は各自の幸福を増進する為に社會を作り、國家
を造り、進んで全人類と共に國際的生活を榮むのであるが、其の求むる所の各自の幸福は、國民全體乃至世界人類の幸福と相反するにあらずして、一致するものなることを理智的に認識す のみならず、之を計画 に實現するを理想とする者である。　
此の理想を遂行する為には左記の條件を必要とする。
　　
一、理智の透徹に依って、人生の眞理を探求・體得
　　　
する事。
　　
二、探求・体得したる眞理を廣く隣人に傳へ、輿論
　　　
に訴へ、普く人類に及ぼし、之を人生の實際に活
　　　
用せしめる事。
　
言道は此の両者を内容とする。 「言道」の語源 、論
語の憲問に「子曰、有徳者必有言。有言者不必有徳。 」とあるに取る。　
思ふに、 「道」とは真理 いひ、 「徳」とは を行って
心に得る 義で、真理の体得をいふのであるが、即ち、 参考資料
「言道部」創部の頃
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言道は最も有効に前の両者を発揮せんとするものに外ならず。その修養の方法としては、左記の三件を必然とする。第一、讀書、殊に哲理書及び世界の歴史を精読すること。第二、理論、深刻なる思索によって読書体験の所得を系統的理論として構成する事。第三、表現 右の理論を言語によって最も有効に主張表現して、他人を啓蒙し 異説を克伏すべき技術を鍛錬すること。　
大要右の如し。故に従來謂ふ所の辯論に似て非なるも
のであり、吾人は茲に改めて叙上の意識 明確にし、文明の人士としての各自を完成すべきである。 何となれば、古來識者は民衆に説き、民衆は只聞く みであったが、所謂民主主義を大成するに 一切の各人が各自の意見を表現して相互に切磋琢磨を加へ 仍て以て共同の利福を増進しなければならぬ。 （止）　　　　
資料２
　
国士舘言道綱領
　　　
国士舘言道綱領
　
第
1号
　
ヨーロッパに端を発した近代の科学技術の進歩や機械
文明の発達が今日に至って史上最大の危機 将来
至ったことは誰人と雖も否定できない事実であります。限りなき進歩の路線を辿る機械文明と何らの前進も示さぬ政治・道義・知恵とこの間の不均衡こそ人類の危機を招来する根源であります。この危 は自由世界と共産主義世界とを問わず現代文明の孕む恐 べき欠陥であります。　
顧みますに、自分の尊い血を以って、人類の罪を購い、
十字架に愛を示し、光を四方に伝えて来たキリストの教えは、今何処にありましょうか。　
無辺の衆生を救わんと 無量法門を開いた釈迦の魂は、
今何処に見ることができま ょうか。　
更に、忠恕 道を重んじて、天人徳を一となすと導い
た、孔老の教えは何処に行ってしまったのでありましょうか。　
熱砂の砂漠にアラーを拝して奮い立ち 下を風靡し
たイスラム教徒の理想は砂に埋もれてしまったのであましょうか。　
人類を支えるべき豊かな精神文明はその影をひそめ、
人類を救う力を全く失った観を呈しているのであります。　
かく考え、かく現代を眺めてみると、我が国士舘が創
立者、柴田徳次郎先生によって打ち立てられた、建学の
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大精神に基づき、秋霜烈日の日本の歴史の中を時世の如何を問わず、常に一本の大道を直進して来た大理想をあまねく顕現すべき秋が訪れたと痛感するも であります。　
誠意・勤労・見識・気魄の教えは、我々が、日本民族
の使命と理想を貫くため 、鋭意自己に蓄積 べき大眼目であり、万世の為に太平を開く日本民族の誓いを具現する国士として、我々は日夜勉学に体育に若い情熱 燃やしている であります。　
この精神を更に他に及ぼし、広く正論を起こし、社会
を浄化するは、卓絶した言論に待たねばなりません。　
我が国士舘言道は、邪論曲折を排除する しい言論の
基礎を固めるために 人間を錬冶し、知徳 磨くことを以てその根本とするものであります。　　　　　　
国士舘言道綱領
　
第
2号
　
我が国士舘言道部は日本民族 美しい道統を継承し、
祖先の残した輝かしい業績の上に新 い日本 創建 る若い国士の修練の道場であります。　
我々は、 若い伸びゆく魂と若い健全な身体を以て将来、
国家を担う使命観の徹底を期するものであります。　
我々は、不撓不屈の信念を養い、盤石不動の志を確立
し、 あらゆる障害に打ち克つ大丈夫の道を前進致します。　
我々は、悠遠の理想を抱けども、あくまでも現実を直
視し、国民同胞とともに、正しい社会の実現に努力致します。　
我々は、物質万能主義にゆがめられた、現代文明の壁
を打ち破り、愛の精神に満ち溢れた 文明 開拓者となります。　
我々の信念は、如何なる権力といえどもこれを曲げる
ことはでき い、鉄の意志と火のような気魄は あらゆる打算を超越し、国家民族の繁栄と興隆のために至誠を以て貫くもの あります。
